
令和６年度 第 11 回理事会

日 時：令和７年２月７日（金）14:00～ 

場 所：森林総合研究所（つくば市）特別会議室 

Ⅰ．報 告 

１．第19回国立研究開発法人協議会総会について（非公表）［研究担当理事］ 

２．森林総合研究所における一般職員（大卒）の採用について（令和８年度） 

（非公表）［総務部］ 

３．森林保険センターにおける職員（大卒程度）の採用について（令和８年度） 

（非公表）［森林保険センター］ 

 ４．森林保険センター 森林総合研究所共催シンポジウム「強風、大雪、干ばつ、山火 

事と森林被害－リスク評価の新展開－」の開催報告［森林保険センター］ 

Ⅱ．その他 

１．今後の主な会議・行事予定について 

２．主要行事 

３．森林総合研究所が広報普及した主な研究成果等について 



 理 事 会 資 料
 令和７年２月７日
 森林保険センター

森林保険センター  森林総合研究所共催シンポジウム
 「強風、大雪、干ばつ、山火事と森林被害－リスク評価の新展開－」の開催報告

１ 開催日時 令和７年１月24日（金）14:00～16:40
 ２ 開催場所 川崎市産業振興会館１Ｆホール（神奈川県川崎市幸区堀川町66－20）

３ 主 催  (国研)森林研究・整備機構 森林保険センター  森林総合研究所
４ 内 容 【研究成果報告】14:20～16:20

○ 気象害のリスクの変化 ～過去から現在、将来にかけて～
○ 干ばつと森林 ～どうやって枯れるのか、どこで枯れやすいのか～
・ どこまで乾くと干害が発生するのか？その生理メカニズムを探る
・ どんな場所で干害が発生しやすいのか？

○ 間伐によって風害リスクがどれだけ変わるか
○ 効率的な森林被害調査を衛星技術で支える

【研究成果ポスター説明】16:20～16:40
※ 追って、「森林保険 YouTube」により動画配信の予定。

 ５ 参加者数 約140名
主な参加者：都道府県(30名。うち神奈川県17名)、民間企業(28名。

 うち損保会社９名)、国(18名)、森林組合系統(11名)
 ６ 開催状況写真

 〔青山林野庁長官来賓挨拶〕

 〔研究成果報告〕

 〔研究成果ポスター説明〕
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令和７年２月理事会資料 

国 立 研 究 開 発 法 人 

森 林 研 究 ・ 整 備 機 構 

今後の主な会議・行事予定について 

日 付 研
究

整
備

保
険

行 事 名 場 所 等 

2月5日 

～7日 
○ 会計実地検査（第4局） 

森林総合研究所 

（実施：会計検査院） 

2月12日 ○ ○ ○ 
令和６年度森林研究・整備機構 

入札監視委員会 

森林総合研究所 

（主催：森林総合研究所） 

2月13日 ○ 
森林講座「ヤナギを育ててカーボンニュー

トラルを目指す」

多摩森林科学園 

（主催：森林総合研究所） 

2月13日 ○ 東近江市と関西支所との連携協定調印式 
東近江市役所 

（出席：関西支所） 

2月14日 〇 〇 北海道地域研究成果発表会 

共済ホール（札幌市） 

（共催：北海道支所、北海道育種場、

北海道水源林整備事務所） 

2月15日 ○ 森林教室「森林のいろいろなやくわり」 
関西支所 

（主催：関西支所） 

2月17日 ○ ○ 東北地域評議会 
東北支所 

（主催：東北支所、東北育種場） 

2月19日 ○ 
講演会「拡大するナラ枯れへの取り組みと

これからの広葉樹林管理」 

森林総合研究所＋オンライン配信配

信（主催：森林総合研究所） 

2月21日 ○ 令和６年度林木育種成果発表会 
林木育種センター(オンライン開催)

（主催：林木育種センター） 

2月26日 ○ 林野庁職員 林木育種センター見学会 
林木育種センター 

（主催：林木育種センター） 

3月1日 ○ 森林教室「木の橋をつくってみよう」 
関西支所 

（主催：関西支所） 

3月5日 ○ 

森林産業コミュニティ・ネットワーク(FICo

N)第12回ウェブ検討会「国産広葉樹資源の

家具・内装材への利用拡大に向けて」 

オンライン開催

（共催：FICoN、森林総合研究所） 

3月8日 ○ 
第79回立田山森のセミナー「シイタケの原

木栽培を体験してみよう！」 

九州支所 

（主催：九州支所） 
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月 日 行 事 内 容 出 席 者

1月10日(金) 【共】理事会 理事長、各理事、森林保険センター所長、両監事

〃 【研】筑波研究学園都市交流協議会 令和７年新春講
演会

理事長

14日(火) 【共】４法人監事連絡会 両監事

15日(水) 【研】国⽴研究開発法⼈協議会総会 理事長、研究担当理事

16日(木) 【研】森林・林業技術シンポジウム 研究担当理事

〃 【研】国立研究開発法人イノベーション戦略会議 研究担当理事

16日(木)
～17日(金)

【研】環境三所連絡会 理事長

17日(金) 【共】監事連絡会第7部会 両監事

20日(月) 【研】庄子農林水産大臣政務官視察 理事長、企画・総務・森林保険担当理事、研究担当理
事

21日(火) 【育】第2回育種運営会議 理事長、企画・総務・森林保険担当理事、研究担当理
事、育種事業･森林バイオ担当理事、法令遵守担当理
事

23日(木) 【整】第2回事業運営会議 理事長、企画・総務・森林保険担当理事、森林業務担
当理事、法令遵守担当理事、両監事

〃 【保】第3回森林保険運営会議 理事長、企画・総務・森林保険担当理事、法令遵守担
当理事、森林保険センター所長、両監事

24日(金) 【保・研】シンポジウム「強風、大雪、干ばつ、山火事と森
林被害ーリスク評価の新展開ー」

理事長、企画・総務・森林保険担当理事、研究担当理
事、育種事業・森林バイオ担当理事、法令遵守担当理
事、森林保険センター所長、両監事

2月3日(月) 庁議 理事長

5日(水)
～6日(木)

【研】会計実地検査

6日(木) 【保】統合リスク管理委員会 企画・総務・森林保険担当理事、森林保険センター所
長

主要行事（令和７年１月１０日～令和７年２月６日）

※【研】：森林総合研究所、【育】：林木育種センター、【整】：森林整備センター、【保】：森林保険センター、【共】：共通の行事の略

令和７年２月理事会資料

国 立 研 究 開 発 法 人

森 林 研 究 ・ 整 備 機 構
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森林総合研究所が広報普及した主な研究成果等について

〇 前月以降公開済の研究成果

研究者・担当者名 掲載誌名 論文公開時期 備考

1 James R.P. Worth
樹木分子遺伝研究領域

Ecology and Evolution 2024/07

2
ｺﾊﾞﾔｼ ｹｲﾄ
小林 慧人
関西支所

森林総合研究所研究
報告

2024/12

3
ｳｴﾉ ｻﾈﾖｼ
上野 真義
樹木分子遺伝研究領域

Ecology and Evolution 2024/12
プレスリリー
ス

4
ｲﾜｶﾞﾐ ｼｮｳ
岩上 翔
森林防災研究領域

Hydrological
Processes

2024/07
プレスリリー
ス

5
ｱｵｷ ﾀﾞｲｽｹ
青木 大輔
野生動物研究領域

Mammal Study 2025/01
プレスリリー
ス

6
ｶﾜﾑﾗ ｶｽﾞﾋﾛ
河村 和洋
北海道支所

Ecological
Applications

2024/12
プレスリリー
ス

〇 最近のシンポジウム・イベント

名称 担当 主催等 開催場所 開催日 備考

1
水夜サイエンスカフェ「木を安
全に倒すには―倒伏していく
木の内部を知る―」

森林総合研究所
広報普及科

(一財)茨城県科学技術振興
財団

つくばセンタービル
co-en（茨城県つくば
市）

1月8日(水)
19:00～20:00

2
国産広葉樹活用サミット九州
2025 in 大川

森林総合研究所
木材加工・特性研究
領域

協同組合福岡・大川家具工業
会

大川市文化センター
（福岡県大川市）

1月15日(水) ブース出展

3
森林講座「無花粉スギの苗を
大量に増やすには？」

森林総合研究所
多摩森林科学園業
務課

森林総合研究所
多摩森林科学園森の
科学館（東京都八王
子市）

1月17日（金）
13：15～15：00

4
SATテクノロジー・ショーケー
ス2025

森林総合研究所
研究管理科

つくばサイエンス・アカデミー
（一般財団法人茨城県科学技
術振興財団）

つくば国際会議場（茨
城県つくば市）

1月23日（木） ブース出展

島と島を渡れたのは遥か昔—アマミノクロウサギ・ケ
ナガネズミ・トゲネズミ類が中琉球の島々に隔てら
れた歴史を解明

ネイチャーポジティブに貢献する人工林管理
—定期的な伐採・植林と広葉樹の保持が鳥類保全
の鍵—

広報タイトル

令 和 7 年 2 月 理 事 会 資 料
森 林 研 究 ・ 整 備 機 構
森 林 総 合 研 究 所

亜高山帯針葉樹林12種の葉緑体DNA収集解析、保
全への活用期待

竹の寿命を明らかにする長期試験の現在
～約1世紀におよぶ試験情報の収集や現地調査か
らわかってきたこと～

日本列島の成立とともに歩むツバキの古い歴史
—ヤブツバキとユキツバキの分布変遷を解明—

大雨時に土層内の空気圧の上昇を観測
—洪水や土砂崩れの予測精度向上につながる結果
—
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